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　皆様　明けましておめでとうございます。

　新しい年を迎え、 すがすがしい年をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　２０２４年一年間、 皆さまには連盟の活動のご理解とご支援を賜り、 心から感謝申し上

げます。 誠に有難うございました。 今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　また、 あべ俊子衆議院議員は文部科学大臣に就任されました。 さらに、 とものう理緒

参議院議員は１年生議員ながら内閣府政務官に就任されました。 私達看護職の代表が

これからますます活躍できる場が増えることになり、 なんと喜ばしいことでしょう。

　さて、 ２０２５年問題とさわがれてきましたが、 いよいよその年になってしまいました。

２０３５年、 いや、 ２０４０年がもっと深刻だともいわれています。 現実にその年になって

みますと、 問題点 ・課題が明確にみえてきました。

　２０２４年１１月３０日自治会館にて連盟の恒例行事となりました 「議員さんと鹿児島の

看護と政策を考える意見交換会」 を開催しました。 石田まさひろ参議院議員にビデオに

て特別講演をしていただきました。 そのとき石田まさひろ議員は、 人口減少が社会問題

となっている中、 私たちはこれまでの価値観を変え、 看護の在り方を見つめ直す時を迎

えているとお話しされました。 石田まさひろ議員はこれからの看護政策について 「量を

守り質を追求する」 をテーマに掲げています。 「量を守り、 質を追求する」 ための７つ

のポイントに沿って講演して下さいました。

　石田まさひろ議員の掲げるこれからの看護政策がより具体的に明確になりました。

　私達現場の看護師も現場にいるからこそわかることがたくさんあります。 人任せ、 行

政任せにしないで出来ることろから取り組んで参りましょう。 そして、 ２０２５年が 「これ

からの看護をきりひらく」 年になりますよう祈念致します。

2

鹿児島県看護連盟 会長　

会 長 の 挨 拶

量を守り質を追求する
時代到来！
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吉 﨑  和 子
KAZUKO YOSHIZAKI

（→ P7: 石田まさひろ挨拶）
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今年もどうぞ宜しくお願い申し上げます

鹿児島厚生連病院 鹿児島大学病院

相良病院 大勝病院

白石病院 米盛病院



　新年、明けましておめでとうございます。
皆様に心より新春のお慶びを申し上げます。
　昨年は、年明け早々能登地震、そして日向灘地震、豪雨災害など、
自然災害の多い年でした。災害時においても、人々のいのちとくらし
を守るために活動する看護職、そして、多くの制約の中、地域社会で
医療チームの一員として力を尽くしておられる看護職の皆様に、深く
敬意を表します。その献身的な活動が、国民一人ひとりのいのちとく
らしを守り、社会の健康を支える原動力となっています。
　今年度は、2025 年を目途として推進されてきた社会保障制度、医
療制度の改革の達成年を迎えます。病院完結型から地域完結型へ、治
す医療から治し支える医療へと地域包括ケアシステムの深化が期待さ
れているところです。さらに、2040 年を見据えた、新たな地域医療
構想は、病院のみならず、かかりつけ医機能や在宅医療、医療・介護
連携等を含めた地域の医療提供体制全体の構想として検討が進められ
ています。
　2040 年に向け少子高齢化の進展、人口減少、生産年齢が急減する
社会において、医療の機能分化と連携推進、医療・介護人材の確保と
育成、デジタル技術に対応した改革を進めることが喫緊の課題であ
り、看護もより一層の柔軟な対応が求められます。また、出生前から
人生の最終段階に至るまで、あらゆる世代、あらゆる場で人々にとっ
て最も身近な専門職としてその力を発揮していくことも求められてい
ます。
　日本看護連盟は、都道府県看護連盟・看護協会、看護職国会議員、
看護を支えていただいている国会議員の皆様とともに力を合わせ、看
護職一人ひとりがその力を十分に発揮できる働きやすい職場環境の確
保、処遇改善等に取り組んでまいります。急速に進化する科学技術や
社会環境に柔軟に対応し、看護職として専門性を高めるとともに、よ
り良い医療福祉の実現に向けて一層の努力を重ねていく所存です。
　今年は「乙巳（きのとみ）の年です。「乙巳」は、十干の 2番目「木」
の要素を持ち、草木がしなやかに伸びる様子や横へ広がっていく意味
を持ちます。また、「巳（へび）」は神様の使いとして大切にされてき
た動物で、脱皮を繰り返すことから不老不死のシンボルとされており
ます。「乙巳」の年は、「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展して
いく」年になると考えられています。
　本年が皆様にとって、健康で実りの多い年となりますよう、心から
お祈り申し上げます。今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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髙原 静子
SHIZUKO TAKAHARA

日本看護連盟会長

社会保障制度、医療制度の
改革の達成年を迎えます



　新年明けましておめでとうございます。

　昨年元日に発生した能登半島地震から早１年が経過したものの、現地

の復興はまだ道半ばという状況の中にあります。今後、県内で大規模災

害が発生した場合にも円滑な看護活動ができるように、本年１月１８日

に被災地石川県の看護協会会長をお迎えし、「災害に備える～共に生き

る看護力～」をテーマとした本協会主催の看護学会を開催しますので、

多くの方にご参加いただきたいと考えております。

　令和６年度の本協会活動においては、新たに県から受託した看護補助

者確保支援事業のモデル事業等に取り組んでおります。また、県の委託

を受け運営している県医療的ケア児等支援センターは開所後 1年が過

ぎました。県内各地から多くの相談を受けており、その中から見えてき

た医ケア児等やその家族の支援に係る課題を解決するための取組は、世

代や分野を超え住民一人ひとりの暮らしと生きがいを創っていく地域共

生社会の実現につながるものと考えております。

　日本看護協会では、現在、2040 年に向けた新たな看護の将来ビジョ

ンの作成に取り組んでいます。今後の働き手不足や IT 化の推進などを

踏まえ、看護はこれからどのような役割を果たすべきか、そしてその実

現のために何をすべきかなど、看護の進む新たな方向性が令和７年度の

日看協通常総会で公表される予定です。

　看護職一人一人の力は小さいかもしれませんが、今後とも看護協会と

看護連盟は協働し、看護職能団体としてそれぞれの使命を果たしながら、

新たな看護ビジョン実現のためのウエーブを起こしていけるよう祈念し

まして新年のごあいさつといたします。
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2040 年に向けた新たな看護の
将来ビジョンの作成に取り組
んでいます。

八 田  冷 子
REIKO YATSUDA

鹿児島県看護協会会長
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　新年あけましておめでとうございます。今年も新しい年を迎えるこ
とができたこと、大変喜ばしく思います。
　前回の衆議院総選挙では厳しいご審判をいただいた中、あべは第二
次石破内閣において再度、文部科学大臣を拝命し、これまでに「誰も
取り残さない」教育を掲げ、医療的ケア児対応や不登校の課題、過疎
地における学校の存続問題、看護教育のあり方、地域に残る人材育成
などに取り組むことができました。これも常日頃、みなさまからのご
支援とご指導をいただいているお陰です。心から感謝申し上げます。
　あべは、岡山県で政治家としてお育ていただきましたが、10 増 10
減で選挙区がなくなり、今回は比例九州ブロックから当選させていた
だくこととなり、大変ご心配をおかけいたしました。厳しい選挙も力
強くお支えくださったみなさまには、必ずや政策でご恩返しをさせて
いただきます。
　かつてないスピードで世の中のあり方が変わり、不確実性や複雑性
を増す時代において、人材育成のための教育は国の基（もとい）と信
じて、みなさまの声を聴かせていただき、日々努力してまいります。
看護は、命を慈しみ、大切な人を護るための知識と技術が学べる素晴
らしい仕事であると、次世代に胸を張って伝えられるよう看護職の地
位向上や環境改善に皆様と共に全力で取り組んで参ります。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

比例九州ブロックから
当選させていただきました

あべ俊子
TOSHIKO ABE

衆議院議員

https://www.abetoshiko.com/あべ俊子公式サイト

衆議院議員あべ俊子事務所
政策担当秘書・弁護士

野瀬　健悟



　鹿児島県看護連盟のみなさま、日頃より温かいご支援を賜り心
より感謝申し上げます。
　鹿児島県内の各地の病院・施設をご訪問させていただき、多く
の皆様からお話を伺いました。現場では、看護記録の多さに対す
る業務負担や、診療報酬改定による病院経営への影響、多様化す
る患者さんに対する病棟における様々な問題等、課題が山積して
います。働き方改革が進み、夜勤免除等の子育てしやすい環境が
整備され、離職者が少なくなった一方で、夜勤職員が不足して病
床縮小の検討を余儀なくされた病院等もでてきています。刻々と
変化する現場課題を伺うなか、人口減少時代に突入した今、「量
を守り、質を追求する」ための看護政策の必要性を、強く感じま
した。国政の場では、リアルな看護の現場の声が必要です。取り
組んで「成果があった！」という事例もぜひ教えてください。
　また、様々な業種で賃上げが実現してはいるものの、物価高対
策も必要です。厳しい状況に置かれている医療・介護等の現場の
実情を訴え、補正予算や令和 7年度予算等への反映と確実な実
施を引き続き求めていきます。
　新しい年を迎え、地域の医療を守り抜き、時代に即した看護政
策実現のため、更なる邁進を決意し、心を新たにしています。本
年も、看護連盟・看護協会と連携しながら、寄せられたご意見な
ど、国政の場に繋げて参ります。
　引き続き、国政の場で活動するため、皆様の力強いご支援をお
願い申し上げます。
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石田まさひろ
MASAHIRO ISHIDA

参議院議員

量を守り、質を追求する

石田まさひろ
チャンネル

① ナースセンターの機能充実
② 看護職の業務の整理と効率化
③ 看護職の働き方の抜本的な見直し
④ 科学技術を活用した看護の革新的な向上
⑤ 医師不足地域での看護師の活用拡大
⑥ 地域の生活を支える多機能看護体制の構築
⑦ 卒前・卒後の教育の連動と生涯教育の充実

「量を守り質を追求する」ための７つのポイント



　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　この新しい年を、内閣府大臣政務官という新たな職務をいただき迎え
ています。
　弁護士は司法、国会議員は立法、政務官は行政に携わるお仕事です。
看護職の働く環境を整え、安心して働いていただくために、あらゆる立
場でかかわることができることは大変嬉しいことです。政務官としての
仕事は、国会議員として作り上げた政策や法律を、今度は実行する立場
になります。法律に基づく制度や法律が皆さまのもとに行き渡るように、
適切にPDCAサイクルを回しながらより良いものとなるように取り組ん
でまいります。
　政務官としての担務は、こども・子育て政策、男女共同参画・女性活
躍、経済安全保障、科学技術、宇宙政策から拉致問題まで多岐にわたり
ます。幅広く政策に携わるからこそ政策に横ぐしをさして考えられるこ
とがあるものと前向きに捉え力を尽くします。
　看護職の処遇改善、人材確保、働く環境整備、ハラスメント、業務効
率化などの看護・医療に関する諸問題には、引き続き、石田まさひろ先
生と力を合わせて取り組みます。
　看護の現場の声を国政に！初心を忘れず目の前の課題に１つ１つ丁寧
に向き合います。本年が皆さまにとってよりよい一年となりますよう祈
念致します。
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内閣府大臣政務官という
新たな職務をいただきました

友 納 り お
RIO TOMONOH

参議院議員

とものうりお official site

ぜひ
Check

https://tomonoh.net/

委員会の質疑の様子は右記 QR コードから
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副会長
田畑 千穂子

令和６年度より副会長に就任いたしました田畑千穂子です。日本が少子高齢化を迎える中、
本県は 10 年先を走っており、保健医療福祉体制のパラダイムシフトへの加速が求められて
おります。看護職の生き生きとした明るさは社会を変える原動力となっています。皆様の
一人ひとりの声を連盟活動につなげ、働きやすい職場環境の改善や真の看護が社会に評価
され、看護職の地位向上につなげていきたいものです。
県看護連盟は昭和 35 年 5 月に設立され 60 年目を迎えております。平成 25 年に 3,4434 名
の会員が今年度は 2,305 名に減少し、危機感を隠せません。職能団体として、次の世代に
いい形でバトンタッチできるようにチャレンジして参ります。どうぞ、宜しくお願いいた
します。

監事
白石 米子

昨年 10 月より鹿児島県看護連盟大島支部の支部長を務めております、渡です。自己紹介
ですが、看護の現場では 8割を手術室で過ごしています。また、少子化の時代ですが、子
どもが 8人います。昨年より拝命を受けて活動を行っていますが、未だに手探り状態です。
先輩方に意見をもらいながらなんとかやっております。今後も現場で培った経験を生かし、
支部の更なる発展に貢献できるよう努めて参ります。特に来年は大きなイベントがありま
すので、そこに焦点を当て支部の皆様と会員の力を合わせ頑張っていきたいと考えていま
す。青年部の強化も考えております。新たな一歩を踏み出すことができますよう、ご支援
とご協力を心よりお願い申し上げます

大島支部長
渡 秀峰

7 月 1 日より監事を務めさせて頂くことになりました白石です。
会員歴 50 数年の中では看護協会と看護連盟の役員、委員の職務を担ってきました。特に連
盟活動では多くの方々との出会いがあり、現在も繋がり “人は財産” と感謝しています。
さて、今年もステップの下半期に入りました。「数は力」です。
災害級の猛暑とコロナウイルス感染症増加で看護の現場も大変ですが体調管理に気をつけ
て次期参議院議員候補予定者の石田まさひろ後援会活動を力合わせて強化していきましょ
う。
微力ながら皆様と心ひとつに楽しんで連盟活動出来る様に努めて参ります。
どうぞよろしくお願い致します。

大隅支部長
八木 美智代

約 9年前、お恥ずかしながら看護連盟についてよく理解できていなかった私が、大隅支部
施設幹事を当院の前任者から引継いだことをきっかけに連盟活動に携わり、『看護連盟』に
ついてその果たす役割や活動内容などを知るほどに興味・関心が高まり、今となっては、
私達看護職にとって看護連盟の活動や存在意義・価値はとても重要である！と自信をもっ
て言えるまでになりました ( 笑 )
　看護管理者としての日常は、現場の抱える多くの課題と向き合いながら解決の糸口を模
索し続ける日々ですが、現場レベルで解決可能なものとそうでないものと大きく 2分した
時に、後者の解決の糸口は政治（政策）にあると言っても過言ではありません。
支部長の任期において自身ができることは微力に過ぎませんが、看護協会大隅地区長はじ
め地域の看護職の皆さんと力を合わせて、看護職の働く環境や処遇等の改善と看護ケアの
質向上にもつながる活動に努力してまいります。

新 役 員 紹 介
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、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

に
悩
む
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。　

　

日
本
で
は
賭
博
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
公
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の

も
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
は
競
馬
、競
輪
、競
艇
、

オ
ー
ト
レ
ー
ス
、
宝
く
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
く
じ
な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す
る

法
律
の
も
と
で
運
営
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な

目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
：

• 

公
共
事
業
投
資
の
た
め
の
財
源
確
保

• 

地
方
自
治
体
の
財
源
確
保

• 

違
法
賭
博
の
未
然
防
止

「パ
チ
ン
コ
の
位
置
づ
け
は
」

　

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
＝
パ
チ
ン
コ
や
麻
雀
」
と
考
え

る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は

「
風
俗

営
業
法
」
に
基
づ
き
、
娯
楽
の
一
環
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
パ
チ
ン

コ
で
は
実
際
に
換
金
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

そ
の
背
後
に
は

「
三
店
方
式
」
と
い
う
仕
組

み
が
あ
り
ま
す
。
パ
チ
ン
コ
で
は
直
接
換
金
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
パ

チ
ン
コ
店
で
稼
い
だ
玉
を
特
殊
景
品
に
交
換

し
、
そ
の
特
殊
景
品
を
近
く
に
あ
る
景
品
交

換
所
で
現
金
に
交
換
し
ま
す
。
交
換
所
は
特

殊
景
品
を
景
品
問
屋
に
売
り
、
景
品
問
屋
は

特
殊
景
品
を
パ
チ
ン
コ
店
に
再
び
売
却
す
る

と
い
う
構
造
で
す
。
こ
の
仕
組
み
が
現
金
提

供
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
パ
チ
ン
コ
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
一

種
と
し
て
話
を
進
め
ま
す
。

　

依
存
症
と
は
、
特
定
の
何
か
に
心
を
奪
わ

れ
、
「
や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ
な
い
」
状
態

に
陥
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
依
存
症
に
は
大

き
く
分
け
て

「
物
質
へ
の
依
存
」
と

「
プ
ロ

セ
ス
へ
の
依
存
」
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

 ①
物
質
へ
の
依
存
: 

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
な

ど
、
摂
取
す
る
量
や
頻
度
が
増
え
、
自
分
で
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ギャンブル依存症
は病気である

「
私
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
で
す
」

ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
は

依
存
症
と
は



コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
状
態
。

 ②
プ
ロ
セ
ス
へ
の
依
存
: 

特
定
の
行
為
や
過

程
に
過
度
に
の
め
り
込
ん
で
し
ま
う
状
態
。

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
は

「
プ
ロ
セ
ス
へ
の
依

存
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
い
う

行
為
に
の
め
り
込
み
、
自
身
や
家
族
の
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
も
、
や
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
を
指
し
ま
す
。
こ
の
状
態
で
は
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
生
活
の
最
優
先
事
項
と
な
り

ま
す
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
陥
る
と
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

が
生
活
の
最
優
先
事
項
と
な
り
、
次
の
よ
う

な
問
題
が
生
じ
ま
す
：　

• 

睡
眠
や
食
事
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

• 

約
束
を
守
れ
な
く
な
る

• 

嘘
を
つ
く

• 

仕
事
や
学
業
を
怠
る

　

さ
ら
に
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
資
金
を
確
保
す
る
た

め
に
借
金
を
し
た
り
、
資
金
調
達
の
手
段
を

選
ば
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
当
事
者
は
自

分
が
依
存
症
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
に
く
く
、

徐
々
に
自
身
の
体
や
家
庭
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
最
悪
の
場
合
、
家
庭
の
崩
壊

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

依
存
症
は
脳
の
病
気
と
さ
れ
る
た
め
、
専

門
的
な
治
療
が
必
要
で
す
。
「
根
性
」
や
叱

責
、
罰
則
で
は
問
題
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

重
要
な
の
は
、
依
存
の
対
象
か
ら
距
離
を

置
き
、
そ
れ
を
や
め
続
け
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
周
囲
の
協
力
を
得
な
が
ら

「
宣

言
」
し
て
依
存
を
断
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
周
囲
の
人
々
も
正
し
い
対
処
法
を
学

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
事
者
が
引
き
起
こ

し
た
問
題
を
他
者
が
肩
代
わ
り
す
る
の
で
は

な
く
、
本
人
に
責
任
を
取
ら
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

何
事
も
た
し
な
む
程
度
で
の
め
り
こ
ま
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

ち
な
み
に
…

　

S
O
G
S
簡
易
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を

試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
の

疑
い
あ
り
」
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
（
そ

ん
な
は
ず
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
昔
と

今
で
は
状
況
が
違
う
か
ら
で
し
ょ
う
か
？
）

…
…
こ
れ
を
否
定
す
る
気
持
ち
自
体
が
依
存

症
の
一
部
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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特
別
講
演
の
講
師
に
参
議
院
議
員
石
田
ま

さ
ひ
ろ
先
生
を
迎
え

「
看
護
職
の
働
く
環
境

の
現
状
と
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
看
護
師
不
足
、

看
護
師
の
生
涯
学
習
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
職
の
国
会
議
員
で
あ
り

な
が
ら
話
す
内
容
の
随
所
に
看
護
師
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
、
と
て
も
親
し
み
を
持
っ
て

話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
風
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
テ
ー
マ

「
看
護
師
の
本
音
が
こ

こ
に
集
結
！
忖
度
な
し
の
本
気
で
語
る
会

石
田
ま
さ
ひ
ろ
へ
み
ん
な
の
思
い
を
解
き
放

て
！
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
卒
後
10
年
未
満

の
看
護
師
を
中
心
に
30
名
ほ
ど
の
人
数
を
5

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
匿

名
で
テ
ー
マ
を
募
集
し
、
「看
護
師
不
足
」、
「看

護
師
の
副
業
に
つ
い
て
」、
「
働
き
や
す
さ
」、

「
看
護
師
の
行
う
必
要
の
な
い
業
務
」、
「
学
び

続
け
る
看
護
師
の
た
め
の
環
境
」
の
5
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
各
テ
ー
マ
ご
と
に
石
田
先
生

が
グ
ル
ー
プ
を
移
動
し
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

私
の
い
た
グ
ル
ー
プ
に
石
田
先
生
が
来
ら
れ

た
時
の
テ
ー
マ
は

「
学
び
続
け
る
看
護
師
の

た
め
の
環
境
」
で
、
グ
ル
ー
プ
内
か
ら
は
特

定
行
為
看
護
師
や
認
定
看
護
師
な
ど
看
護
師

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
、
得
意
な
こ
と

を
何
か
一
つ
身
に
つ
け
る
な
ど
の
意
見
が
挙

が
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
石
田
先
生
か
ら
は

「事

例
検
討
」
を
ぜ
ひ
実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
1
日
の
中
で
10
分
ほ
ど
で

い
い
の
で
1
人
の
患
者
に
つ
い
て
と
こ
と
ん
深

堀
し
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
学
生
時
代

に
行
っ
た
全
体
像
を
作
成
す
る
よ
う
に
と
話

さ
れ
た
。
外
の
世
界
に
学
び
に
行
く
こ
と
も

大
事
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
で
も
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
若
手
看
護
師
と
石

田
先
生
の
距
離
も
近
く
、
テ
ー
マ
の
ご
と
く

看
護
師
の
本
音
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
か
な
か
話
を
す

る
こ
と
の
で
き
る
機
会
は
な
い
と
思
う
た
め
、

参
加
し
た
看
護
師
に
と
っ
て
は
貴
重
な
機
会

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
研
修
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に

行
い
、
様
々
な
意
見
や
悩
み
を
み
ん
な
で
共

有
し
、
石
田
先
生
か
ら
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
貰
う
こ
と
が
出
来
、
今
後
の
活
動
へ
の
活

力
が
得
ら
れ
た
研
修
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。
私
も
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
研
修
で
あ
っ
た
。
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6
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
国
会
。
6
年
前
は
、

た
だ
の
見
学
者
と
し
て
、
国
会
の
壮
大
さ
に

圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。
し
か
し
、
今

回
は
そ
の
景
色
を
、
私
た
ち
の
生
き
る
社
会

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す

場
所
と
し
て
見
つ
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

見
学
後
は
、
石
田
議
員
、
友
納
議
員
と
現

場
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
お

二
人
が
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
る
姿
に
、

未
来
の
看
護
が
よ
り
良
く
な
る
可
能
性
を
強

く
感
じ
る
と
と
も
に
、
看
護
職
の
未
来
を
明

る
く
す
る
の
は
、
他
の
誰
で
も
な
く
私
た
ち

自
身
だ
と
強
く
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本
看
護
連
盟
本
部
を
視
察
し
、

連
盟
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
私
た
ち
の
思
い
が

重
な
り
看
護
の
未
来
を
よ
り
明
る
い
も
の
に

す
る
為
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
一
歩
を

踏
み
出
し
、
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
未
来
を
変
え
る
力

が
私
た
ち
の
手
の
中
に
あ
る
。
今
回
得
ら
れ

た
経
験
を
糧
に
、
青
年
部
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

令
和
6
年
６
月
13
日
に
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー

ク
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
日
本
看
護
連

盟
通
常
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
代
議
員

4
8
5
名
、
一
般
4
2
2
名
、
役
員
等
51
名

の
参
加
で
、
来
賓
挨
拶
で
日
本
看
護
協
会
高

橋
弘
枝
会
長
、
自
由
民
主
党
総
裁
岸
田
文
雄

氏
、
厚
生
労
働
大
臣
武
見
敬
三
氏
、
文
部

科
学
省
大
臣
盛
山
正
仁
氏
が
登
壇
さ
れ
、
30

年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
た

「
人
材
確
保
法
基
本

指
針
の
見
直
し
」
「
看
護
職
処
遇
改
善
評
価

料
の
開
設
」
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

2
0
2
3
年
度
の
会
議
等
、
委
員
会
、
事
業

実
施
報
告
、
決
算
報
告
・監
事
報
告
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
に

「
届
け
よ
う
看
護
の
声　

私
た
ち
の
未

来
へ
」、
2
0
2
4
年
の
事
業
計
画
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
石
田
カ
ラ
ー
の

「
赤
一
色
」
に
染

ま
り
、
組
織
内
候
補
予
定
者
の
石
田
昌
弘
氏

の
周
知
目
標
に
、
会
員
の
8
0
%
、
支
援
者

40
万
人
を
目
指
す
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
本
県

も
目
標
に
向
か
っ
て
力
を
出
し
切
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
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今
回
、
研
修
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
な
が
ら
研
修
会
を
聴
講
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
大
変
お
得

な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

レ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

81
名
の
参
加
者
を
迎
え
、
会
場
は

満
席
と
な
り
ま
し
た
。
宇
都
先
生
は
、

医
療
業
界
の
裏
事
情
を
交
え
な
が

ら
、
面
白
く
大
変
わ
か
り
や
す
い
講

義
を
し
て
く
だ
さ
り
、
あ
っ
と
い
う

間
の
時
間
で
し
た
。
私
は
今
年
、
看

護
師
歴
31
年
と
な
り
ま
す
。
新
人
の

頃
、
電
子
カ
ル
テ
は
存
在
せ
ず
、
カ

ル
テ
は
す
べ
て
手
書
き
、
経
過
表
は

赤
青
鉛
筆
と
定
規
を
使
っ
て
グ
ラ
フ

を
描
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
時
代
が
進
化
し
、
高
齢
化

社
会
は
超
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
当

た
り
前
に
労
働
人
口
が
減
少
し
人
材

不
足
が
い
よ
い
よ
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
業
界
も
DX
化
が
叫
ば
れ
、

い
か
に
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
か
と
い

う
議
論
が
あ
ち
こ
ち
で
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
場
で
看
護
実
践
を
行
っ
て

い
る
私
た
ち
も
、
そ
の
よ
う
な
時
代

の
流
れ
を
し
っ
か
り
感
じ
な
が
ら
対

応
し
、
進
化
・
適
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
看
護
記
録
は
私
た
ち
の
重
要
な

業
務
の
一
つ
で
あ
り
、
施
設
ご
と
に

多
様
な
形
式
が
あ
り
ま
す
。
実
施
し

た
看
護
は
、
記
録
に
残
さ
な
け
れ
ば

看
護
を
実
施
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い

た
め
毎
日
必
死
で
す
。
さ
ら
に
、
看

護
記
録
の
み
な
ら
ず
、
近
年
で
は
施

設
基
準
を
満
た
す
た
め
な
ど
に
必
要

な
帳
票
類
が
山
の
よ
う
に
増
え
、
そ

の
処
理
に
日
々
追
わ
れ
て
い
る
現
状

が
あ
り
ま
す
。
宇
都
先
生
は

「
時
代

の
変
化
と
と
も
に
記
録
も
見
直
し
が

必
要
」
「
必
要
で
な
い
情
報
は
書
か

な
い
」
「本
当
に
そ
れ
は
看
護
師
が
記

録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、

当
た
り
前
と
し
て
書
い
て
い
る
記
録

や
帳
票
類
を
も
う
一
度
見
直
し
、
業

務
整
理
す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
幸
せ

に
直
結
す
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
看
護
記
録
が
AI
化
し
た
と

き
、
今
の
記
録
に
お
け
る
ア
セ
ス
メ

ン
ト
が
そ
の
AI
の
能
力
に
直
結
す
る

の
で
す
」
と
も
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

記
録
に
お
け
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
部
分

は
最
も
頭
を
悩
ま
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
が
看
護
の
専

門
性
を
発
揮
す
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
で

し
ょ
う
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
し
っ
か
り

書
か
れ
て
い
る
記
録
を
見
る
と
、
私

な
ど
、
知
ら
な
い
医
師
で
も
看
護
師

で
も

「
あ
ー
素
敵
！
」
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

最
後
に
も
う
一
つ
心
に
残
っ
た
大
切

な
点
、
「
電
子
カ
ル
テ
に
残
し
た
記

録
は
一
生
消
せ
な
い
」
と
い
う
事
実
。

訂
正
・
削
除
し
て
も
、
カ
ル
テ
開
示

請
求
さ
れ
れ
ば
、
す
べ
て
印
刷
で
出

て
く
る
の
だ
そ
う
で
す
。
自
分
が
記

録
の
際
、
相
手
に
対
し
て
負
の
感
情

の
こ
も
っ
た
表
現
で
う
っ
か
り
書
い
て

し
ま
っ
た
ら
・
・
書
い
て
し
ま
っ
て

い
る
か
も
・
・
と
ゾ
ッ
と
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
記
録
を
す
る
と
き
は
気

持
ち
を
整
え
て
、
“
事
実
の
み
”
を

描
写
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
ね
。

そ
し
て
誰
が
読
ん
で
も
分
か
る
表
現

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

宇都由美子先生
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看護－介護情報連携に
必要な看護記録のありかた
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磯上　由美（大隅支幹事長）＝文・報告

研 修 報 告
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鹿児島大学病院医療情報部医療情報システム
シニアアドバイザー　宇都由美子先生
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広報委員：有木・森田・畑中

E d i t e r ' s  n o t e
編集後記

このたび、広報紙の発行が遅れましたこと、深くお詫び申し上げます。お待ちいただいた皆さま
には感謝の気持ちでいっぱいです。次号以降は、より迅速にお届けできるよう努力してまいります。
さて、来年は参議院選挙が予定されています。この時期になると、「職能団体としての政治力」と
は何かを改めて考えさせられます。看護職の声を政治に届け、現場の環境をより良くするためには、
一人ひとりの行動が鍵を握っています。投票に行くことはもちろん、周囲の人々に政策や現場の
課題を伝えることも、私たちにできる重要な役割の一つです。政治力とは、特別な人だけが発揮
するものではありません。むしろ、私たち全員が少しずつ積み上げ、共に育てていくものです。「看
護の力」を社会に広く届けるために、今、私たちができることをもう一度考えてみませんか？
その一歩一歩が、未来を変える原動力となるはずです。
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